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-co-ブチレン）-b-ポリスチレン（SEBS）の CHX および N-メチルピロリドン（NMP）溶液に関する




度は単一鎖の 3 倍であることを明らかにしている．SEBS の 2 種類のブロックの CHX および NMP
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ともない SEBSのミセル形成が促進されると結論している． 
 第 4 章では，生体材料として用いられる，ポリ(γ-ベンジル -L-グルタメート)（PBLG）と
ポリイソプレン（PIP）のブロック共重合体 PBLG-b-PIP-b-PBLG（GIG）の N,N-ジメチル
ホルムアミド（DMF）溶液および DMF/TL 混合溶媒溶液に関する DLS 測定の結果につい




結果から，GIG の凝集体は PIP ブロックが凝集したコアから曲がり難い PBLG 鎖が外側に
向けて伸びたような形態をとると結論している．また，GIG と同一分子量を持つ PBLG お
よび PIP ホモポリマーとの比較を行い，RHの値は三つの高分子で余り違わないが，kDの値
は GIG ≃ PBLG < PIP となることから，GIG の溶解性は PBLG ブロックによって支配され
ていると推測している．  





ついて述べている．NMR スペクトルでは AMPS に対応するピークのみが観測され，疎水
性の強い TRIS 部分の運動性が極めて低くなっていることを明らかにしている．また，SLS
および DLS の結果から AMPS/TRIS は水溶液中で凝集体を形成すること，表面張力測定か
ら AMPS/TRIS 水溶液の界面活性能が低いことを明らかにしている．さらに，TEM 観察か
ら，AMPS/TRIS の凝集体は 2 元ブロック共重合体が形成するような明確なミセル構造を形
成しないことを明らかにしている．  
 第 6 章では，導電性膜として用いられる，無水ビシクロ［2.2.2］-オクト-7-エン -2,3,5,6-テ
トラカルボン酸，4,4’-オキシジアニリン，および 4,4’-ジアミノ -3,3’-ジヒドロキシビフェ
ニルからなる 3 元共重合体ポリイミドを，3 種類の溶媒 NMP，NMP/CHX［50/50（w/w）］，
および NMP/γ-ブチルラクトン［50/50（w/w）］中で 5 ないし 10 時間重合し，得られたイミ
ド化率の異なる 6種の共重合体を用いた重合溶媒に溶かした溶液に関する SLSおよび DLS
測定の結果について述べている．定性的にはイミド化率が増加するのにともない A2は減少
するが，定量的には低極性の NMP/CHX を用いた場合は他の二つを用いた場合より A2値が
小さいことを，また，kDは NMP/CHX を用いた場合に他の二つの場合に比べ顕著に小さく





















2. ポリスチレン -b-ポリ（エチレン -co-ブチレン）-b-ポリスチレン（SEBS）の CHX およ
び N-メチルピロリドン（NMP）中における凝集挙動について検討した．SEBS は
CHX 中で分子分散するが，NMP 中では会合数 65 で単一鎖の 3 倍の密度を持つコア
シェル形ミセル構造の凝集体を形成するという知見を得た．  
 
3. ポリ （γ-ベンジル -L-グルタメート ）（PBLG）とポリイソプレン（PIP）の共重合体

















学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成 27年 2月 21日，論文内容とそれに関連
した事項について試問を行った結果，合格と認めた． 
 
